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家畜技術情報

子牛のコクシジウム症
根室北部事業センター　第一家畜診療課　獣医師　杉　山　友　人

　

牛
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
症
は
、
原
虫
で
あ
る

Ｅ
ｉ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ
属
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
の
感

染
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
疾
病
で
す
。

牛
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
症
は
臨
床
症
状
を
呈
さ

な
い
潜
在
性
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
週
齢
～
６
ヵ
月
齢
の
子
牛
が
罹
患
し
や

す
く
、
時
に
重
篤
な
下
痢
症
を
発
症
し
ま

す
。

　

コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
は
経
口
的
に
オ
ー
シ
ス

ト
が
牛
の
体
内
に
侵
入
後
、
そ
の
腸
管
粘

膜
上
皮
細
胞
に
寄
生
、
増
殖
し
ま
す
。
そ

の
過
程
で
、
宿
主
で
あ
る
牛
の
腸
管
に
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
下
痢
や
血
便
の
症
状
を
与

え
ま
す
。

　

小
腸
上
皮
細
胞
が
損
傷
を
受
け
る
と
そ

の
吸
収
効
率
が
低
下
し
、
飼
料
効
率
が
悪

化
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
症
は
子
牛
の
増
体
に

対
し
、
長
期
に
わ
た
り
大
き
な
悪
影
響
を

与
え
、
成
長
遅
延
の
可
能
性
を
高
め
、
合

併
症
の
併
発
に
よ
る
治
療
コ
ス
ト
な
ど
の

弊
害
が
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

○
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
の
予
防

●
物
理
的
な
排
除
：
牛
舎
を
清
潔
に
し

て
、
飼
育
環
境
下
の
オ
ー
シ
ス
ト
を
口
か

ら
摂
取
す
る
機
会
を
減
ら
す
こ
と
で
予
防

で
き
ま
す
。
排
出
さ
れ
た
オ
ー
シ
ス
ト

は
、
牛
か
ら
牛
へ
直
接
う
つ
る
だ
け
で
な

く
、
飼
養
環
境
か
ら
他
の
牛
へ
感
染
す
る

た
め
、
敷
料
の
交
換
、
子
牛
の
ハ
ッ
チ
、

牛
舎
の
洗
浄
な
ど
日
常
の
衛
生
管
理
に
気

を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
コ
ク
シ
ジ

ウ
ム
は
消
毒
剤
に
は
強
い
抵
抗
性
を
示
し

ま
す
。

●
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
治
療
薬

・
ダ
イ
メ
ト
ン
Ｓ
散
（
ス
ル
フ
ァ
モ
ノ
メ

ト
キ
シ
ン
・
サ
ル
フ
ァ
剤
）

　

抗
原
虫
薬
と
し
て
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
症

に
、
抗
菌
薬
と
し
て
肺
炎
、
細
菌
性
下
痢

症
な
ど
の
病
原
体
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す

（
治
療
）。

　

複
数
回
経
口
投
与
が
必
要
、
安
価

　

休
薬
：
７
日

　

給
付
薬

・
牛
用
バ
イ
コ
ッ
ク
ス
（
ト
ル
ト
ラ
ズ
リ

ル
）

　

発
症
防
止
薬
（
予
防
）
：
宿
主
細
胞
寄

生
ス
テ
ー
ジ
に
対
し
て
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
原

虫
の
生
活
環
に
幅
広
く
作
用
し
ま
す
。

　

投
与
タ
イ
ミ
ン
グ
：
農
場
毎
に
異
な
り

ま
す
。
農
場
で
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
症
の
潜
伏

期
を
考
慮
し
、
農
場
で
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
症

が
多
発
す
る
日
齢
の
少
な
く
と
も
１
週
間

前
に
投
与
（
例
：
１
ヶ
月
齢
で
多
発
す
る

農
場
で
あ
れ
ば
、
２
─
３
週
間
齢
で
投

与
）。
群
飼
育
へ
の
移
行
期
な
ど
、
ス
ト

レ
ス
が
か
か
る
時
期
に
多
発
す
る
農
場
で

あ
れ
ば
、
そ
の
移
行
期
に
投
与
し
ま
す
。

　

単
回
経
口
投
与
で
長
期
的
で
高
い
効
果

　

休
薬
：
59
日

　

給
付
外
薬
（
予
防
薬
）

・
ベ
コ
ク
サ
ン
（
ジ
ク
ラ
ズ
リ
ル
）

　

局
所
的
に
腸
管
上
皮
作
用
し
、
寄
生
し

た
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
の
オ
ー
シ
ス
ト
の
形
成

を
阻
害
し
ま
す
。

　

コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
感
染
に
対
す
る「
治
療
」

と
、「
下
痢
症
の
発
症
の
防
止
（
予
防
）」

と
を
両
立
。

　

牛
は
本
来
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
の
感
染
に

よ
っ
て
再
感
染
抵
抗
性
を
獲
得
で
き
る
免
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疫
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ベ
コ
ク
サ
ン

は
免
疫
が
発
動
す
る
た
め
の
感
染
を
阻
害

せ
ず
、
子
牛
本
来
の
免
疫
獲
得
力
を
活
か

し
た
抗
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
剤
で
す
。

　

投
与
の
タ
イ
ミ
ン
グ
：
バ
イ
コ
ッ
ク
ス

同
様
、
農
場
毎
に
異
な
り
ま
す
。
コ
ク
シ

ジ
ウ
ム
症
の
発
症
ピ
ー
ク
の
１
週
間
前
程

度
で
の
投
与
が
理
想
的

　

単
回
経
口
投
与

　

休
薬
期
間
：
１
日
（
腸
管
局
所
で
作
用

し
、
体
内
に
ほ
と
ん
ど
吸
収
さ
れ
ま
せ

ん
。）

　

治
療
で
の
投
与
は
給
付
、
予
防
で
は
給

付
外

　

コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
症
の
発
症
タ
イ
ミ
ン
グ

は
、
各
農
場
の
飼
養
管
理
や
コ
ク
シ
ジ
ウ

ム
・
オ
ー
シ
ス
ト
の
汚
染
度
合
、
個
体

差
（
ス
ト
レ
ス
／
免
疫
レ
ベ
ル
）
を
考
慮

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
バ
イ
コ
ッ
ク
ス

と
ベ
コ
ク
サ
ン
は
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
の
投
薬
時
期
が
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
の
発
症

防
止
に
大
き
く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
の

た
め
獣
医
師
に
、
診
療
・
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

➡

➡

➡

感染前 感染初期 感染後期

臨床症状なしあるいは軽度

写真提供：㈱エランコ

臨床症状発生
（下痢血便など）


